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Ⅰ 計画の位置付け等 

 

１ 策定の目的 

この計画は、国が平成２５年度に策定した「インフラ長寿命化基本計画」および 

県が平成２７年度に策定した「福井県公共施設等総合管理計画」に基づき、施設類型

ごとの具体の対応方針を定める機能保全計画（個別施設計画）である。 

予防保全的な維持管理や計画的な修繕等を効果的に実施し、利用者の安全・安心を

確保するとともに、施設の長寿命化を推進し、ライフサイクルコストの縮減や費用の

平準化を図る。 

 

図－１ 計画の位置づけ 

 

２ 対象施設 

県営で造成した農業用用排水施設のうち、用水路５５５ｋｍ、排水路２９６ｋｍ、

頭首工３１箇所、用水機場１１１箇所、排水機場５５箇所の基幹的農業水利施設を対

象とする。  
 

造成後１０年を経過しない施設、更新事業等実施中の施設は対象としない。 

（令和３年３月時点） 
 

※対象施設については、その後の事情変化等により適宜見直す。 

 

３ 計画期間 

本計画における計画期間は、計画策定年度から４０年間とする。 

なお、計画期間内にあっても、各対象施設の状態は、経年劣化等によって時々刻々

と変化することから、本計画は適宜見直すものとする。 
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Ⅱ 現状と課題 

 

１ 現状 

今回対象とする基幹的農業水利施設で、造成後５０年を経過している施設の割合は、

用水路・排水路は約１１％、頭首工は約７％、用水機場は０％、排水機場は約２２％で

ある。２０年後には、用水路は約４１％、排水路は約６７％、頭首工・用水機場は約２

６％、排水機場は約７３％に増加することが見込まれ、今後これらの施設の老朽化に対

応する更新・修繕費が増大することが懸念される。 

 

【用水路】 

令和 3 年度         令和 13 年度      令和 23 年度 

     

 

【排水路】 

令和 3 年度         令和 13 年度      令和 23 年度 

     

 

【頭首工】 

令和 3 年度         令和 13 年度      令和 23 年度 
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【用水機場】 

令和 3 年度         令和 13 年度      令和 23 年度 

      
 

 

【排水機場】 

令和 3 年度         令和 13 年度      令和 23 年度 

     
 

図－２ ５０年以上経過する基幹的農業水利施設の割合 

 

２ 課題 

 急速に老朽化が進む一方で維持管理、更新・修繕に充当できる財源には限りがあ

り、施設機能を安定かつ効率的に確保していくためには計画的に維持管理をしていく

ことが必要である。 
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出典：「農業水利施設の機能保全の手引き（平成２７年５月）」P58 

Ⅲ 対策の方針 

 

１ 基本的な考え方 

（１）点検に基づく健全度評価の実施 

 日常的な巡視・パトロールによる日常点検に加え、定期的な点検・診断を実施

し、施設全体としての変状や機能の低下を把握するための健全度評価を５段

階（Ｓ-１～Ｓ-５）で行う。 

 

表－１ 健全度評価における変状の程度 

 

 

 

（２）健全度評価や優先度を踏まえた予防保全型による維持管理の実施 

 大規模な修繕や更新をできるだけ回避するため、従来の事後保全型の維持管

理から計画的かつ予防保全型の維持管理への転換を図り、ライフサイクルコ

ストの低減を図る。 

 健全度評価の結果に加え、周辺の状況等を総合的に勘案した優先度に基づき、

修繕等の実施時期を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 予防保全型の維持管理の概念図 

出典：「農業水利施設の機能保全の手引き（平成２７年５月）」P28 
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Ⅳ 対策の内容 

 

１ 長寿命化対策の推進 

  施設ごとに策定した機能保全計画に基づき、ライフサイクルコストの低減に向け

た機能保全対策の実施を推進する。 

農業用用排水施設の補修・更新等については、施設利用者である農家等の負担も発

生することから、施設管理者（土地改良区、市町等）と調整の上、施設の規模や特性

に応じて適時適切な修繕等を支援し、効果的な対策の実施に努める。 

 

表－２ 農業水利施設の変状の種類・原因と対策工法の目的 

 

 出典：「農業水利施設の機能保全に関する調査計画の参考資料（案）計画編（平成３０年３月）」P83 


